































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































変更とその厳格化によるあらたな出発となる。 （新しい刊行時期は、六月末と一二月末となった。 ）この再出発が「令和元年」であるのは、偶然にすぎない。 「元号」で考えれば、たしかに「昭和」 「平成」と編まれ、 「令和」においてもそ は続けられて くはずだが、本号の編集子は 元号 ではなく、 「西暦」で時代を実感してきたので むしろ「元号」で思考することはほとんどない。二一年前に藤女子大学国文学科に赴任し、本学がカトリックの大学であるにもかかわらず「学年暦 が、 「元号」であったことにむしろ驚いたものだ。　『藤女子大学国文学雑誌』一号が世に問う形で発行されたのは、一九六七年三月、 「学園紛争 で日本 大学が揺れていた時期ある。 五〇号が発行された 九九三年三月は、 「バブル経済崩壊期の只中だった。一号から五〇号まで重ねた時間 二六年 五一号から、九九・一 〇 合併号まで二六年、計五二年 つ りは半世紀余の歴史をくぐり抜けてきたのだった。　そして、本号は、教員の頭脳がいちじるしい「視野狭窄」にな
るくらい「雑務」によって心身とも 削り取られ 行く 人文学
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